
（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

（１）主体的に考え行動する力を育む教育の推進

学校は、学校生活や地域社会をよりよくするために考えたり、行動したりするこ

どもの育成に、取り組んでいると思いますか。（児童会・生徒会活動、学校のき

まり見直し、地域のよさを伝えたり課題解決したりする取組、ナイストライ（中

学校）など）

「3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教

育の推進」では、保護者、教職員では肯定的評価が90%を

超えていた。一方で、児童の肯定的評価が70%であった

が、前年度に比べると三者平均で肯定的な評価が約10%伸

びていた。今年度は、６年生Kumamoto幸福論や４年生い

きいきサロン等で、学校や地域の課題を児童が自分で考

え、保護者や地域等との連携し、課題解決に取り組み、探

究的な学習を行った。また、行事や児童会活動などで、縦

割り班活動を積極的に行ったり、児童が自主的に朝ボラン

ティアに参加したりする機会があった。

令和７年度　学　校　評　価

　そう思う　　　どちらかといえば、そう思う　　　どちらかといえば、そう思わない　　そう思わない　　わからない

考察

1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 2 自ら学びに向かう力を育む教育の推進

学校は、豊かな心と健やかな体を育む教育の充実に努めていると思いますか。

（感動・感謝、郷土愛、いのちを大切にする心、こどもの体力向上、基本的な生

活習慣など）

学校は、こどもが自分で考え、自分から取り組む授業づくりに取り組

んでいると思いますか。

「1 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進」では、肯定

的評価がいずれも90%を超えた評価だった。地域や保護者

が連携・協働した「吉松ボッチャ交流会」、地域や学校外

部との協働で行った総合的な学習の時間等の取組で、様々

な方々から見守られながら児童が心身ともに成長している

ことを三者とも実感できている。「2 自ら学びに向かう力

を育む教育の推進」では、昨年度に続き主体的・対話的な

学びを推進するために、ICT活用も含め校内研修で授業改善

に取り組んでいる。自ら考え主体的に行動する児童の育成

に向け、主体的な学習の土台となる基礎学力の定着を図

り、子ども主体の授業へと改善を図っていきたい。

3 社会の形成や持続的発展に主体的に貢献する力を育む教育の推進 

学校には、こどもが助けを必要とするときに、先生や友達から支えてもらえる温

かな雰囲気があると思いますか。

学校では、こどもがそれぞれの違いを認め、お互いを尊重し合って共

に学び合っていると思いますか。

「6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応

した支援の充実」では、肯定的な評価が保護者84％、児童

82％、教職員が100％であった。「7 インクルーシブ教育の

推進」では、肯定的な評価が保護者81％、児童86％、教職

員が90％であった。いずれも昨年度より肯定的な評価の割

合が増えていた。児童支援や保護者に寄り添うために、

SC、SSW等、様々な関係機関と連携を図り組織的な対応が

できている。保護者や児童がもっと相談しやすい雰囲気と

場の設定に努めていきたい。また、障害や特性を意識し

て、UDの視点を持った授業づくりにも全校で取り組んでい

く。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

4 5 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校は、こどもが、学習の方法やペースを自分で選んだり決めたりしながら学ぶ

授業づくりを行っていると思いますか。

学校は、こどもが、対話などを通して、他の人の考えや意見を自分の

学びに生かすような授業ができていると思いますか。

「4 個別最適な学び」についての肯定的な評価について保

護者と児童が約75%と肯定的な意見があったのに対し、教

職員が60%であった。今後は、まなびポケットやみらい

シード等のAIを活用した一人ひとりにあった個別学習だけ

でなく、総合的な学習の時間を中心に様々な教科等で個々

の興味・関心に基づく課題発見・課題解決学習を意識的に

チャレンジしていく。「５協働的な学び」では、肯定的な

評価が保護者が86%、児童が76%、教職員が90%であった。

さまざまな教科の授業で単なる知識の暗記ではなく、教科

の本質に根ざし、現実の社会生活や実用的な場面とつなが

りのある、意味のある真性の学びを教師自身が意識して授

業デザインを行う。また、自分の意見をもとに、児童同士

が対話し、協働しながら学習を深めていく学習過程を工夫

していく。

（２）こども一人一人を尊重した教育の推進

6 特別支援教育をはじめとする多様な教育的ニーズに対応した支援の充実 7 インクルーシブ 教育の推進
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（３）最適な教育環境の整備

8 安全・安心な園づくりの推進 9 地域や家庭と連携した教育環境の整備

学校は、こどもの安全を守る環境の整備を進めるとともに、安全教育（生活・交

通・防災など）に取り組んでいると思いますか。

学校は、地域や家庭の人と協力して、授業や行事などの教育活動を進

めていると思いますか。

どちらの項目も、保護者、児童、教職員で肯定的な評価が

80％を上回る結果となった。学校安全協議会や交通安全教

室、引渡訓練を地域と連携し行っている。今後も、PTAや

地域の関係団体と連携を図り、見守り体制の再確認・協力

依頼を行っていきたい。「９地域や家庭との連携」では、

特に保護者の肯定的評価が昨年度より14%上昇した。ボッ

チャ交流会や地域の人材を活かした稲作やいきいきサロン

等の体験活動を実施し、地域の方と連携・協働ができつつ

ある。今後、小中一貫校で設定した「きらめきプラン」に

ある「育みたい子ども像」を学校・地域・家庭・児童で共

有し、学校や地域の行事等でも持続可能な方法で連携・協

働を図っていく。

「やさしく」では、肯定的な評価が教職員で95％、保護者と児童が

87％であった。このことから、学校の教育方針が広く浸透している

といえる。今後も児童が自ら考え、判断し、行動した具体的なエピ

ソードを学校だより等で積極的に発信し、教職員と家庭の情報の共

有化で、より一層の理解と協力を得られるよう取り組む。「かしこ

く」では、肯定的な評価が教職員で90％、保護者が75%、児童が

88％であった。教職員と児童の肯定率が約90％と高い一方で、保護

者の肯定率が75％にとどまっている点が大きな課題である。家庭学

習等を通じて保護者が児童の理解不足を感じている可能性がある。

学力向上は本校の課題でもある。今後は、ICTの活用や対話的な学び

など、保護者の協力も得ながら授業改善をすすめていく。また、公

開日等で学力向上の取り組みを可視化し、保護者の安心感と納得感

を高める発信に努めていく。

（４）こどものいのちと権利の擁護

10 こどもの最善の利益を守る環境づくり

学校は、こどもの意見を反映させ、こどもの権利を守るとともに、こどもや保護

者が相談しやすい学校づくりに取り組んでいると思いますか。

「10 こどもの最善の利益を守る環境づくり」では、肯定的

評価が教職員で95％、保護者と児童が81％という結果だっ

た。校則・生徒指導見直し委員会や学校保健委員会等で子

どもたちの意見を取り入れ、学校生活に取り入れている。

また、縦割り班活動では、計画から運営まで児童が中心と

なって取り組んでいる。今後も、児童が対話し意見を表明

する時間を設けて、自分たちのことを自分たちで決めて、

責任を持って守り必要に応じて見直すという民主主義の基

本を学ぶ場を設定していきたい。また、児童との定期的な

教育相談だけでなく、随時の教育相談をSCなどと引き続き

連携・協力しながら実施していく。

独自項目

11 自分だけでなく周りの人も大切にし、自ら考え、判断し、行動できる力の育成【やさしく】 「わかった」　「できた」　「楽しい」と感じる授業【かしこく】

学校は、自分だけでなく周りの人も大切にし、自ら考え、判断し、行動できる力

の育成に取り組んでいると思いますか。【やさしく】

学校は、「わかった」　「できた」　「楽しい」と感じる授業をして

いると思いますか。【かしこく】

・学力充実が本校の課題である。こども一人一人を尊重した教育を推進していくためには、その土台となる基礎学力をつけることが必要となる。朝活動での学力充実タ

イムの質の向上と継続、校内研修でのUDやインクルーシブ教育の視点を持った授業づくりやICTの活用についての共有・実践化を行う。また、校内サークル「えのき」

での模擬授業やミニ講座での教育技術の向上や志の継承等を行い教師自身の専門性の向上に取り組んでいく。

・地域学校協働活動カレンダーをもとに、学校教育目標の具現化を意識してカリキュラム・マネジメントを行い、年間を見通した地域や学校外部の方と連携・協働した

生活科や総合的な学習の時間をさらに充実させる。

・令和7年度は、緑化活動にも取り組み緑化コンクールではKAB賞を受賞した。一人一鉢や学級園での栽培活動、児童の自主的取組である朝ボランティアで集めた落ち

葉を活用した腐葉土づくりなど持続可能な範囲で栽培活動に取り組み、体験活動を通して児童のよさや強みを意識しながら「やさしく」の育成に取り組む。

小　中　学　校　関　係　者　評　価

・行事や児童会活動などで、縦割り班活動を積極的に行ったり、児童が自主的に朝ボランティアに参加したりする等、子どもたちの自ら考え、判断し、行動できる力が

育ってきているのはいいことである。「吉松に何を学び、吉松に何を残すか。」という話があったが、子どもたちが6年間過ごす中で、学校の一つの文化となっていく

ものができるといいと思う。

・吉松ボッチャ交流会や地域の人材を活かした稲作やいきいきサロン等の体験活動等、地域との連携・協働は強みである。今後もその強みを生かした教育をさらに進

めていくことに期待したい。

外遊びや運動をすすめて元気な体づくり【たくましく】

学校は、外遊びや運動をすすめて元気な体づくりに取り組んでいますか。【たく

ましく】

「たくましく」では、肯定的な評価が教職員で85％、保護

者が82%、児童が84％であった。三者とも一定の評価だっ

た。体育主任を中心に、握力コーナー設置や縄跳びボード

設置など工夫した場作りをしてきた。今後は、本校の課題

である柔軟性の向上のために家庭でも親子でお風呂上がり

にストレッチなどに取り組んだり、体力テストの結果や授

業の様子を定期的に伝え、健康で活力ある学校づくりを推

進していきたい。

来　年　度　の　具　体　的　な　取　組　に　つ　い　て
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